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4. ほとんどない

訪問調査日

58

令和０４年０１月１７日

60

3. 利用者の１/３くらいが

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

「グリーンリーフ星ヶ丘」は、野鳥が飛来する貯水池が広がり、明るく開放的な雰囲気の定員１８名の
グループホームである。利用者が季節毎に花の苗を植えるプランターが玄関前に並び、屋内の壁面
にはレクリエーションを楽しむ利用者の笑顔の写真を掲示し、利用者と一緒に行っている清掃も行き
届き、清潔で気持ちの良い生活環境を整えている。ホームドクターによる定期的な訪問診療と緊急時
の対応、家族の協力を得て専門医受診し、看護師と介護職員の連携で安心の医療体制が整ってい
る。コロナ禍の為、外出の機会は減っているが、天気の良い日にはホームの前に花を見に行ったり、
近くの公園への散歩やドライブ等、利用者の気分転換を図っている。管理者は、家族に対して電話連
絡を小まめに行い、コロナ禍の中でこれまで以上にコミュニケーションに努め、信頼関係を構築してい
る。職員の優しい笑顔や対応に利用者が心を開き、利用者の穏やかな表情を目にした家族から感謝
の気持ちが寄せられている、グリーンリーフ星ヶ丘である。

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21） 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と

1. ほぼ全ての職員が

68

所在地

自己評価作成日 令和０４年０１月３０日評価結果確定日令和０３年１２月１３日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

4. ほとんど掴んでいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどない

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

4070703576

法人名 有限会社　サンコー

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 ・提携医療機関との協力連携による２４時間の緊急時対応、定期の訪問診察、訪問歯科診察等の体
制を整え、利用者の重度化や高齢化に伴う日々の健康管理や体調管理に努めている。・毎月、職員
が趣向を凝らした季節の行事やレクを企画、実施し、利用者、ご家族に楽しんで頂いている。コロナ禍
の為、ボランティアによる芸能披露は中止している。また、毎月、家族・関係者に「星ヶ丘便り」を送り、
ホームの日々の様子や行事予定をお知らせしている。・食事は利用者それぞれの体調、嚥下状態に
応じ、飲食物の形態を細かく配慮提供している。・各居室にはトイレ（車椅子対応可）、洗面台を完備
し、個人のプライバシーに配慮している。・職員は救命救急普及員の資格を習得、AEDを設置してお
り、「まちなか救命士のいる事業所」「おたすけAED事業所」として市に登録している。

事業所名 グリーンリーフ星ヶ丘　  　（菜の花ユニット ・ さくらユニット）

〒807-1264　福岡県北九州市八幡西区星ヶ丘６丁目１番３７号　℡ 093-618-7726

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

利用者は、日常的に戸外へ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う7063

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会


















